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実 施 事 業 

 

 特別養護老人ホーム ふれあい   定員50名 

 ショートステイ ふれあい     定員19名 

 デイサービスセンター ふれあい  定員35名 

 グループホーム 花ごよみ      定員 9名 

 グループホーム しのだ       定員18名 

 居宅介護支援事業所 ふれあい 

 

 

 

事 業 報 告（総 括） 

 

令和 7 年度は、「三方よし」の精神に基づき、「無駄を省き、適正利益の確

保を達成する」をスローガンに掲げ、「職員相互信頼活動」「環境整備強化活

動」「生産性向上活動」「未来ケアプロジェクトの推進」を重点目標として、

各種取組を推進いたしました。  

大型設備更新計画においては、個人の方および企業の皆様からの多額のご

寄付により、「寝台浴」「公用車」「タブレット等の ICT 機器」の整備を行う

ことができました。  

 また、「業務用ガス給湯器」「業務用洗濯機」「業務用乾燥機」ならびに

「日本財団の補助金を活用した公用車」の更新・新設も実施いたしました。

これらの整備により、サービス提供体制の充実および業務効率の向上が図ら

れております。今後も、利用者様の生活環境の維持・向上に努めてまいりま

す。 

 

今年度は、頭部打撲による重大事故が 2 件発生いたしました。ご利用者様

ならびにご家族様に対し、多大なるご心痛と深刻なご不安をおかけする結果

となりましたことを、厳粛に受け止め、深くお詫び申し上げます。  

 事故発生後は、頭部打撲時の初期対応について、職員個々の判断による対

応とならないよう、対応基準および連絡体制の明確化を行いました。また、

緊急事故検討会議において事故要因や適切な介助方法について検討し、介助

マニュアルの更新を行いました。  

 これらを踏まえ、来年度は事故を未然に防ぐため、危険予知トレーニング

（KYT）を実施し、職員の事故防止意識および対応力の向上に努めてまいり

ます。  
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地域貢献活動においては、介護の仕事の魅力発信および福祉への関心向上

を目的とし、金田学区の学童保育を訪問いたしました。児童の皆様に車いす

体験を実施したほか、施設で行っているレクリエーションを共に楽しみ、昼

食には手作りのビーフシチューやお弁当を提供するなど、「ほのぼのサロン  

ほのちゃん食堂」（出前型こども食堂）を開催いたしました。  

 また、地域イベントへ参加し、「介護何でも相談会」ブースを設置するこ

とで、高齢者疑似体験の提供や介護に関する相談対応を行い、地域とのつな

がりの強化を図りました。  

 

グループホームにおいては、ご家族様をお招きし、「秋のふれあいまつ

り」を開催いたしました。ご利用者様とご家族様が交流を深める機会とな

り、満足度の向上および信頼関係の強化につながりました。今後も継続して

実施してまいります。  

 

また、新たな取組として、外部医療機関と連携し、リハビリ専門職が施設

を訪問する体制を導入いたしました。施設職員と共同で個別機能訓練計画を

作成し、リハビリ専門職の助言を受けながら、利用者様一人ひとりの状態に

応じた機能訓練等を実施し、生活機能の維持・向上および生活の質の向上に

努めております。さらに、本取組における好事例については、地域の自治会

長様や老人会会長様、近江八幡市介護保険課様、近江八幡市特別養護老人ホ

ーム連絡会の各施設とも共有し、地域に開かれた施設運営を推進するととも

に、地域全体における介護サービスの質の向上に資する取り組みをすすめて

おります。  

 

今後も、利用者様一人ひとりが安心して快適に生活できる環境づくりを推

進するとともに、地域に信頼される法人運営に努めてまいります  

 

【 職員の状況（法人全体） 】                   （Ｒ8.3.31現在） 
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＜未来ケアプロジェクトの推進＞ 

＜重点Ⅰ：利用者満足度の向上＞ 

目標（R7年度の目標） 成果と評価 

利用者個々の思いに寄り沿った

支援の形を汲み取り、多職種が

協力し支援活動に繋げる。 

利用開始面接や契約時に、これまでの生活歴や趣味活動等についてご本人

およびご家族様と丁寧に対話し、施設での生活が在宅での生活と連続性の

あるものとなるよう努めた。 

地域における潜在的な要望を調

査・研究し事業内容に反映す

る。 

金田学区文化祭「かねだLINKフェスティバル」において、“高齢者介護な

んでも相談”ブースを設置し、地域福祉づくりへの貢献を目的に参加した。

地域住民からの相談を通じてニーズ把握に努めている。 

生活環境の向上に取り組み、安

全・安心な暮らしを提供する。 

パートナー（介護補助員）による居室清掃等の間接業務を実施し、業務の役

割分担を明確にすることで介護職員の負担軽減を図るとともに、介護職員

が利用者への直接的なケアに専念できる環境づくりを推進した。 

＜重点Ⅱ：新たな地域課題・社会の変化に対応できる人財育成＞ 

介護サービスの基礎知識である

「認知症教育」「接遇教育」に

重点をおいた、学びなおし(リ

カレント教育)を推進する。 

身体拘束廃止・高齢者虐待防止委員会の活動の一環として、具体的な接遇

に関する職員行動規範を明示するとともに、「きらっとさん」運動を実施

し、職員による投票を行うことで、望ましい行動の共有と意識向上を図っ

た。 

職員による研究発表会や事例検

討会、職員による自発的な勉強

会の開催等に対して積極的に支

援をする。 

11月から特養・グループホームにて、生活機能向上連携加算の取得を

開始。外部セラピストの支援を受け、ご入居者様の生活機能の向上に

対して様々な訓練等を実施。この取り組み事例を法人役職会議やグル

ープホーム運営推進会議、また近隣の介護施設にて事例発表会を企

画。法人の取り組みを、地域の方や外部介護施設の方に発信し、好評

価をいただけたと共に、職員のやりがいや自信に繋がったと感じる。 

“地域課題と向き合う外部団体

の活動に職員を派遣する”新た

な取り組みにチャレンジする。 

近江八幡地域介護人材不足への課題に対して、10/25(土)近江八幡市介

護保険課主催の就職フェア「介護・看護合同説明会＆面接会」に現場

職員と共に近江八幡市特別養護老人ホーム連絡協議会として参加する

令和7年度 

社会福祉法人 ほのぼの会 スローガン 
 

「三方よし」の精神で、無駄をはぶき適正利益の確保の達成 

 

近江商人の経営哲学のひとつとして「三方よし」が広く知られている 

「商いにおいて、売り手と買い手が満足するのは当然の事である」地域社会

に貢献できてこそ、よい商いといえる 

※ 社会福祉法人ほのぼの会は、節目のとしである 

竹の節目は、自分の体を成長させたり強く丈夫にしたりする 

竹にとって、とても大事であります 

施設の節目も、竹の節目の如く、大きく成長させて、しなやかで強く丈夫

な施設にするチャンスです 共に力を合わせて「精力善用」「自他共栄」の

精神で頑張りましょう 
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ことができた。面接会では連絡会として、福祉機器体験ブース・介護

のお仕事紹介ブースを担当し、市内３法人職員で企画や運営を行っ

た。各法人から派遣された職員間の連携により、微力ではあるが、介

護職員の採用に繋げることができた。来年度も介護保険課と連携し人

材発掘への取り組みに努めていきたい。 

外部研修や講演などの情報を、

社内ネットワーク等を通じて提

供し、職員の知的好奇心にアプ

ローチできる教育支援体制を構

築する。 

法人への外部研修案内について、法人本部で選定し各事業所役職者に

共有。外部研修への参加を促す取り組みを実施した。コロナ禍のよう

な外部研修への参加が困難であった時期と比較し、様々な魅力的な研

修へ参加することができた。 

一方で、全ての職員に対して、外部研修案内を各自で確認し、自主的

な研修参加意向を収集する仕組み作りができていない。次年度への持

ち越しとする。 

義務付け研修における新たな仕

組みを構築し、介護保険制度に

おける法人として求められる人

材育成に磨きをかける。 

義務付け研修（法定研修）は、介護報酬改定のたびに加算要件として増加

している。そのため、研修回数をこなすことが優先となり、実務に即した

内容や継続的な実施が十分に行えていない現状がある。今後は、計画的か

つ継続的に実施できる体制づくりが必要であると感じる。 

外国人介護人材の教育体制の充

実と定着。 

特定技能職員の受入れを開始して２年目となる。入国時の生活支援

や、介護技術教育体制整備が進み、スムーズな受入れに繋げることが

出来ている。また、３交代勤務に至るまでの期間は、約６か月～１０

カ月と比較的短期間で夜勤の一人立ちまで達成することが出来てい

る。一緒に勤務をする日本人職員の教育スキルが向上していると感じ

ている。 

日本語コミュニケーション能力においては、個々に差があるため、そ

れぞれに応じた日本語を学ぶ時間や期間、学び方を当人と相談しなが

ら、目標を設定し取り組んでいく必要を感じている。 

＜重点Ⅲ：キャリアパス制度と人事評価制度の連動＞ 

職員個々が目指すキャリアに応

じたキャリアパス制度を整備す

る。 

未来ケアプロジェクト「キャリア段位制度」チームにより、法人の強み

や課題に沿った制度設計作りへの、事前情報収集に努めた。職員のキャ

リア志向について全職員対象アンケートを２月に実施。アンケート結果

を踏まえ、滋賀県介護労働安定センターによる支援事業に応募。来年度

４月から支援を受け、本格的に制度設計に取り組んでいく。 

キャリアパス体系に連動した等

級制度や給与体系・人事評価制

度の仕組み作りに取り組む。 

介護福祉士サポートチームの取り組みは今年度で６年目となる。支援

内容についてPDCAによる改善を行い、充実した支援内容にビルドアッ

プしている。今年度の改善内容は、非常勤職員の規程を新設したこ

と、面談方法を個々の希望に沿った形式に変更する等とした。介護福

祉士資格については、キメ細かな支援を実施し２名の合格実績を上げ

ることができた。 

人事評価については、昨年同様12月に人事考課を実施。1月に人事考

課結果に対するフィードバック面談を行い、今年度の評価や次年度の

目標等について意見交換を行った。 

＜重点Ⅳ：資格取得＞ 

介護福祉士・介護支援専門員・

介護職員実務者研修 取得率向

上 

令和７年度実績 

・介護福祉士2名 ・介護支援専門員1名 ・介護職員実務者研修1名 

特定技能職員の日本語習得支援

の実施。 

ふれあい日本語教室の継続・近江八幡地域勤労者福祉サービスセンタ

ー主催日本語教室をふれあい「遊楽庵」にて開催。 

ふれあい日本語教室では２期生２名が受講。JLPT日本語検定N3合格

に向けて学ぶ機会を提供した。 
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勤労者福祉サービスセンター主催日本語教室は２期生２名が受講。 

令和７年度のJLPT日本語検定実績 

・N2 １名合格(特定技能１期生) 

・N3 １名合格(特定技能２期生) 

＜重点Ⅴ：働きやすい職場環境＞ 

いくつになっても、腰痛になら

ずに、安心して働き続けられる

環境を目指す（福祉機器の使用

等） 

抱え上げない介護委員会にて、委員メンバーへのマスター(指導者)育

成を毎月実施。マスター(指導者)職員の育成にはもう少し時間を要す

るが、委員メンバーのスキルアップに繋げることができた。 

また部署におけるパートナー職員(介護補助員)の業務について、利用

者のQOLの向上や事故防止等を目的とし、業務の切り分け・見直しを

行った。 

11月から開始した生活機能向上連携加算における外部セラピストの定

期訪問により、介助方法や体の使い方など、専門家から直接指導を受

ける機会を設けた。 

職員アンケート実施による満足

度・腰痛等体調の管理 

本年度は、職員のキャリア志向を把握することを目的として、2月に全職

員を対象としたキャリア志向アンケートを実施した。また、各職員のキャ

リア形成に関する取組状況についても聞き取りを行い、個々の目指すべき

方向性や課題の把握に努めた。これらの結果を踏まえ、引き続き働きやす

い職場環境づくりの推進に取り組んでいく。 

表彰制度・職員親睦会の充実

（外部機関表彰制度の積極的な

活用） 

9月設立記念日に合わせたほのぼの会永年勤続表彰を実施。 

【勤続】 

・20年1名 

・15年1名 

・10年1名 

・5年3名 

・3年4名 

【外部表彰】 

滋賀県老人福祉施設協議会 会長表彰1名 

【職員親睦会】 

職員懇親会を「焼肉寛閑観」にて7/8・7/18の２日間開催。また秋に

はイタリア料理「イルコッピア」にて10/15・11/13にて開催した。会

員同士の交流を深める会となった。課題として、参加人数の減少が見

られることから、活動内容や活動単位を柔軟に検討することも必要で

はないかと感じる。今年度の活動内容や参加者数を踏まえ、親睦会の

目的である「親睦会活動を通じて、活気ある職場作り、働き易い職場

作り」に繋げていきたい。 

休暇の有効利用の促進（有給休

暇の柔軟な利用） 

計画的に有給休暇が消化できるよう、有給管理担当者が有給残数を早

期伝達するよう努めている。今年度の有休消化率は常勤40.2％、非常

勤52.7％。雇用形態・部署により差が見受けられる。仕事と私生活の

バランスがとれているのではないかと感じる。ただ、有休休暇を使用

せずに蓄積する職員もあり、バランスよく取得できる仕組みはないだ

ろうかと思案する。 
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＜その他の柱と取り組み内容＞ 

 

1）地域貢献の推進 

2）健全な財務基盤の確立 

3）職場内コンプライアンス強化 

 

 

1）地域貢献の推進  

目標 評価結果 

時代・ニーズに沿った実習生の受け入れ及び中高生

のインターンシップ活動、職場体験の受入れを継続

する。小中高の学習指導や地域からの依頼があれ

ば、職員を派遣し福祉理解の一助となるよう取り組

む。（※感染症の状況により受入を検討） 

 

①実習生（初任者研修・実務者研修・介護支援専門

員実習・教育実習）中高生のインターンシップ活動

や職場体験等の受入れ 

②小中高における福祉教育の協力と、福祉の理解と

仕事の啓発 

③地域の団体に出向き、福祉理解のための講師とし

て職員を派遣 

④地域との交流機会を設け、地域との繋がりから見

えてくる困り事等の潜在的課題に対して支援してい

く。 

⑤ふれあい施設拡張事業においては、近江八幡市障

害福祉課と連携し、施設整備状況・施設整備補助金

の採択状況・地域の福祉ニーズを把握すると共に、

法人の財務状況を踏まえ、地域福祉事業への参入時

期を検討する。 

①・②令和７年度実習・職場体験受入れについて

は、積極的な受入れを行った。実習生等受入れ人数

は合計２３名であった。初任者研修・実務者研修の

実習生受入れを中心に、大学教員実習、市内中学

校、県内高校等の受入れを行った。 

今年度の実績は下記の通り。 

1)ユウコム ５名 

華頂社会福祉専門学校 ３名 

2)彦根総合高校  １名 

八幡東中学校 ３名 

八幡学校   ２名 

3)教員実習  

びわこ学院大学  １名 

滋賀県立大学   １名 

滋賀大学     １名 

佛教大学     ３名 

京都文教大学   １名 

4)社協人材センター  ２名 

③・④8/21福祉教育の一環として「ほのぼのサロ

ン」を市内学童保育“キッズクラブまあむ”にて、

児童に対して福祉への理解を深める活動を行った。 

 

法人役職者や介護職員が中心となり、高齢者や障が

い者の方への接し方等について、レクリエーション

を通じて体験する機会を設けた。 

11/2金田学区文化祭「かねだLINKフェスティバ

ル」にて“高齢者介護なんでも相談」ブースを設

け、地域で支えあえる地域福祉づくりに貢献すること

等を目的とし参加。法人役職者を中心に企画運営を行

った。法人ブースには介護体験20名、介護相談2名

が体験や相談に訪れた。 
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また、昨年同様に総務課職員により、近隣ＪＡ前の

信号付近で、交通安全旗やプラカードを掲げ、挨

拶・声掛け・安全運転啓発を行った。 

⑤施設拡張に伴う新規事業展開については、国際情勢

等の影響により先行きが見通しにくい状況にあること

等から、当面の間、事業の実施を見合わせている。今

後は社会情勢の動向や介護事業における収支状況を踏

まえ、再開時期について検討する。 

障がい児者・高齢者を隔たりなく支援していくとい

う地域共生の観点から、在宅生活をされている重度

障がい児者の家族の支援として、施設の機械浴槽を

使用して入浴サービスを提供していくと共に、社会

と繋がる機会の提供を行う。 

①近江八幡市障がい児者入浴サービス支援事業の更

なる推進 

②障がい児者福祉サービス事業所との繋がりの構築 

①重度心身障害児者の方に対し、入浴サービスを1名

継続して提供することができた。 

②一方で、近江八幡市からの新規利用者の紹介がない

ため、入浴サービスの需要がどの程度あるのか把握に

努める必要がある。 

 

2）健全な財務基盤の確立  

目標 評価結果 

物価高騰や賃金の上昇など社会的な変化に対

応できる経営判断が求められている。介護保

険事業収入の安定を継続するためには、今ま

で以上に緻密で戦略的な運営が必要である。

社会情勢に応じた価格体系の検討は必要であ

る。また市場調査などのマーケティング活動

を行い法人の強みや資源等を生かしたサービ

スを展開していくことが求められている。支

出においては、様々な物やサービスが値上が

りする中、既存の経費を見直し、サービスの

質を低下させることなく、経営状況に応じた

適正価格を模索する。一方で、人財への投資

や生産性向上に資する機器等の導入は積極的

に投資していく。令和6年度は大型設備更新

を積極的に進めた年であったが、令和７年度

は大型設備更新が一段落したこともあり、財

務体質の強化を図る年としたい。 

今年度は入居サービスの稼働率が安定しており、昨年度と

比較し介護事業収入が増加した。デイサービスについては

昨年同様稼働率が低迷しているが、新規利用者数が1年間

24名であり、平均月2名確保することが出来ていることは

明るい兆しである。市内他デイサービスの稼働率状況につ

いて、リハビリ強化サービスを主とする事業所の人気が高

いように感じる。従来型のサービス内容に加え、利用者の

ニーズに沿ったサービス内容・サービス提供時間を検討す

る必要があろう。 

今年度も緩やかな物価上昇から始まると共に、給食委託業

者の値上げに伴う費用の増加など、介護事業における支出

増加の影響を受けた。経費削減を目的に、滋賀県産業支援

プラザの支援を受け「省エネ等伴走事業」に参加。定期的

な専門家の訪問指導により、水道光熱費の削減に取り組

み、夏頃までは水・ガスの使用量は微減となり効果があっ

たと感じる。ただ、秋口から、ショートステイ・厨房に埋

設されている給水・給湯管の漏水により、使用量が大幅に

増加したため、1年間の水・ガスの使用量は昨年度と比較

し増加した。漏水に対する修繕工事は既に完了し、現在通

常の使用量となっている。 

職員処遇改善として今年度も常勤・非常勤職員の定期昇給

に取り組み基本給や基本時給等の一律アップを実現した。

物価高騰により厳しい生活環境となる中、介護事業におけ
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る収益を向上させ、更なる職員の処遇改善に繋げていきた

い。 

大型設備更新については、昨年度未実施となった業務用洗

濯機・乾燥機の更新や、特養における寝台浴の更新等、計

画的な設備更新を行った。また今年度は多額の寄付により

公用車やＩＣＴへの投資を進めることが出来た。これによ

りサービス提供体制の一層の充実が図られたことに深く感

謝を表するものである。 

資金収支については、昨年度に実施した非常用発電機の支

払いが年度を跨いだことに加え、併せて長期借入金を一括

返済したことにより、大幅な赤字決算となる。もっともこ

れらはいずれも積極的な設備投資およびランニングコスト

の削減を目的としたものであり、事業運営の安定化と将来

にむけた基盤強化への投資として、一定の評価が得られる

ものと考えられる。 

 

3）社内コンプライアンス強化 

目標 評価結果 

職場内コンプライアンスの維持・強化には、①法令

遵守内部管理体制の適正な運用②職員個々における

コンプライアンス意識の向上や職場内における支え

あい精神の共有が欠かせない。法令順守は、日々の

小さな倫理観のずれやモラル違反等の事象に気づ

き、その場で改善を促す地道な働きかけなしには成

しえないことである。法人組織として取り組むこ

と・各職員で取り組むことを法人全体で共有するこ

とに取り組んでいく。 

法人運営・各事業所運営部門について、法令遵守責

任者（施設長）が主導となり、内部監査員を指名

し、事業所の運営・法令遵守状況について内部監査

を実施し、法令違反の未然防止に努める。 

引き続き、法令違反の早期発見と通報処理体制を周

知徹底し、風通しのよい職場環境づくりに努める。 

 

①役職職員に対する法令遵守研修の実施（年1回） 

②内部監査員の任命と各事業所の内部監査の実施

（年1回） 

③内部監査実施後の改善点検（年１回） 

④職員に対する倫理・モラルを考える機会の提供 

⑤法令違反に関する相談等による要因・背景・問題

点の研究と再発防止に向けた検証 

11/4 滋賀県産業支援プラザによる「企業・事業者と

して社会と共に発展するために」と題して、役職者を

対象に法令遵守研修として研修実施。地球資源の保

全等に対する事業者の責任等について学ぶ機会を設

けた。 

・職員、派遣職員 入職時オリエンテーション時、

法令遵守研修を継続した。法令違反の未然防止、早

期発見と通報処理体制を周知し、風通しのよい職場

環境づくりに努めた。 

・厨房内部監査を実施、委託業者任せにするのではな

く、法人として責任を持って業務の実施状況を把握

し、基準や契約内容が遵守されているかを点検した。

グループホームしのだは、指定更新時期であった為、

内部監査を行い更新に向けて再チェックをおこなっ

た。 

法人内の身だしなみ基準の見直しを行い、再度周知を

図ることで、職員の行動の標準化と衛生意識の向上を

促した。これにより、結果として法令違反を起こしに

くい環境づくりの一助となるよう努めた。 
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特別養護老人ホームふれあい（生活課） 

平成15年9月1日 開設 定員50人（全室個室） 

 ・老人福祉法による特別養護老人ホーム 

   平成15年9月1日 設置認可（滋賀県指令レ第1164号） 

 ・介護保険法による指定介護老人福祉施設（2570400263） 

   平成15年9月1日 指定（滋賀県指令レ第1159号） 

   平成21年9月1日 更新（滋賀県指令長寿第1203号） 

   平成27年9月1日 更新（滋賀県指令介保第1265号） 

   令和3年9月1日 更新（滋賀県指令医福第64号） 

【令和 7 年度 年間目標（計画）】 
 

＜介護職員＞ 

1. ユニットケアにより一人ひとりの入居者に提供するケアの充実を図ります。 

2. 定期的に行われるイベントを通し笑顔がみられるようなサービス提供に努めます。 

3. レクリエーションの充実を図ります。 

4. 入居者や家族からの要望や苦情に対して誠意を持って対応します。 

5. 専門職として自覚を持ち、入居者の支援に臨み、「技術・知識」の向上に努めます。 

6. 施設外研修での情報は新しい取組みのきっかけになるよう伝達研修を行います。 

7. 1人ひとりの食形態に合わせ、食べる楽しみを充実させます。 

8. 多職種と連携し入居者、家族に寄り添った看取りケアを行います。 

9. 職員間の信頼関係を作り、一人一人が自立し働きやすい環境に努めます。 

10. ノーリフトケアの観点から腰痛の原因を理解し腰痛予防に努めます。また入居者・職員共に

負担軽減に向けたケアに努めます。 

11.新型コロナウイルスの感染拡大とならないように日頃から感染対策に努めます。 

 

＜介護支援専門員＞ 

1. 入居者、家族が望む生活を少しでも実現できる様に各専門職とのチームケアの強化を図りま

す。また入居者・家族との信頼関係を構築し、深めます。（丁寧、迅速、的確な対応。） 

2. 他職種との連携、協働の強化を図ります。入退院時の病院連携を密に行い、継続したケアを

出来るように努めます。 

3. 関係法令及び法人が定める諸規程及び理念や社会的ルールを遵守し、サービス計画書作成等

のケアマネジメント業務を強化します。 

4. 関係機関との連携を強化し、家族様と関係機関との情報共有・連携の橋渡しに努めます。 

5. 入居者の状況変化があった時には、家族様に状況共有の場を提供できるよう、家族様との連

携を図ります。 

6. 看取りケアにおいて、入居者本人・家族や多職種と十分に話し合い、本人の状態の変化に合

わせ、人生の最終段階における、適切なサービス提供に努めます。 

 

＜生活相談員＞ 

1. 各専門職との連携を強化し、入居者の些細な変化に気付き、多職種がチーム一丸となれる

よう橋渡しを行い、よりよいケアが提供出来るよう努めます。 
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2. 入所を希望とされている方が、短期間でスムーズに入所できるよう各関係機関との調整を

強化し、早期ご入居に努めます。 

3. 家族には、感染の観点から面会が制限されている為、少しでも安心できるよう相談や情報提

供をこまめに行います。 

 

＜看護職員＞ 

1. 看護師による日常健康管理を行うとともに嘱託医・協力医療機関との連携により疾病の早期

発見と早期治療に努めます。 

2. 感染症予防対策等の施設内衛生管理指導・配薬管理の徹底によりリスク管理に努めます。内

服管理における事故ゼロを目指します。 

3. 多職種と連携し、入居者、家族の希望や心身の状態を考慮した適切かつ柔軟な看護の提供に

努めます。家族と進んでコミュニケーションを図ります。 

4. 看取り看護の充実 

入居者、家族の意思と権利を最大限に尊重し、入居者の尊厳を保つと共に、安らかな死を迎

える為の終末期にふさわしい最善の医療、看護、介護の提供に努めます。 

 

【実施状況（報告）】 
＜介護職員＞ 

1. 毎週の個別処遇会議や急な状態変化の際には多職種と情報共有し、必要に応じてカンファレ

ンスの開催を行った。 

2. 社会的な感染状況の緩和に伴い、施設内でも充実した食事レクや集団レクを実施できた。 

3. 入居者様・家族様からの要望等を聞き、家族様との外出される機会が多く持てた。 

4. 感染状況の緩和後も手指消毒などの感染対策が定着でき、感染が広がらないように努力し

た。 

5. 施設外研修の参加が増え、職員への刺激や新しい知識、楽しみ、意欲向上に繋がった。施設

内でもICTの有効活用に向かって取り組んでいる。 

6. 施設内の食事だけでなく、入居者様の好きな食事を家族様に協力いただきながら提供する事

で、食べる楽しみの維持に努めた。  

7. ユニット内の目標に向かって職員個々の目標を設定することで、個々の仕事内容の明確化と

振り返りを行う事ができた。 

8. 特養職員全体が習得を目指し、抱え上げない介護委員会メンバーが体の使い方や身体の動き

方を学び、取り組んだ。 

9. 今年度は新型コロナウイルスの感染拡大することなく、特養全体で日々の感染対策を取り組

む事ができた。 

 

＜介護支援専門員＞ 

1. 入居者様および家族様の意向を踏まえ、各専門職との情報共有・カンファレンスを通じて

チームケアの強化を図った。日常的な関わりの中でニーズの把握に努め、個別性を重視し

た支援を実施した。 

2. 医師・看護師・介護職等との連携を図り、入退院時の情報共有や調整を適切に実施した。

継続したケアが途切れないよう、関係機関との連絡調整を行った。 
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3. 介護保険法および関連法令を遵守し、サービス計画書の作成・見直しを適切に実施した。

ケアマネジメントプロセスの標準化に努め、質の向上を図った。 

4. 家族様および関係機関との情報共有を定期的に行い、入居者様の生活状況や健康状態の把

握に努めた。必要に応じて連絡・調整を行い、支援の一体化を図った。 

5. 入居者の状態変化時には、家族様へ速やかに情報提供を行い、理解と同意を得ながら支援

を進めた。家族様との信頼関係の構築に努め、安心できる支援体制を維持した。 

 

＜生活相談員＞ 

1. 入居者様一人ひとりに対して、質の高いケアを提供することを目的に、各専門職との連携

強化に取り組んだ。日常の関わりの中で入居者様の些細な変化に気付けるよう情報共有を

徹底し、多職種が一体となったチームケアの実践に努めた。また、多職種間の橋渡し役と

して円滑なコミュニケーションを図り、ケアの質の向上に寄与した。  

2. 入所支援においては、入所を希望されている方が、短期間で円滑に入居できるよう、医療

機関や関係事業所等との連携および調整を強化した。その結果、待機期間の短縮とスムー

ズな受け入れ態勢の構築に努め、早期入居の実現を図った。  

3. 感染対策については、状況の変化を踏まえつつ安全性に配慮しながら段階的な見直しを行

った。家族様にご協力いただきながら、面会時の敷地内散歩や外出の促進を行い、入居者

様および家族様の生活の質向上に配慮した対応を進めた。また、家族様には安心して頂け

るよう、相談対応や情報提供をこまめに行い、信頼関係の維持に努めた。 

 

＜看護職員＞ 

1. 日々の健康観察を丁寧に行うことで、異常の早期発見につながり、嘱託医・医療機関とス

ムーズに連携を図ることができた。 

2. 感染症予防委員会の活動を基盤に、施設職員の感染対策の指導を行い、感染予防のための

知識と技術向上につなげることができた。 

3. 入所居者様の状態が変化した際には、家族様へ連絡してもらう様に相談員や介護支援専門

員に依頼して情報共有できた。 

4. 入居者やその家族の背景、看取りへの思いに、寄り添う看護を大切にすることで穏やかな

心情のなか最期を迎えていただけるよう努めた。 

 

【今後の課題と取り組み】 

① 介護技術・ケアの向上について 

入居者様の安全・安楽なよりよい生活の実現を目的に、「抱え上げない介護」の推進に取り組

む委員会と連携し、介護職員の技術・知識の向上を図る方針とした。構成委員が学んだケア方

法を共有するとしていたが、ユニット内に共有する事ができていなかった。 

特養内で上がっている課題を構成委員が学び、職員に共有する。まずは基本的な部分から少し

ずつ学んでいく必要がある。 

 

② 特養リーダーと夜勤リーダーについて 

特養全体で連携を取り、職員個々の責任感・意識向上を目的に「特養リーダー」を配置し取り

組みを行った。段階を踏みながら取り組みを行った事で、職員同士で協力し合う事ができ、特

養リーダーを中心に調整や臨機応変に対応ができた。 
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（１）日々の相互信頼活動 

目的 頻度 内容 具体的な取り組み経過（報告） 

ユニット内の

チーム力強化 

3カ月に 

1回 

各ユニットで日程を決め親睦

会を開催する 

例）6月：梅 9月：桜 12月：

石楠花 3月：医務 

ユニット会議前に時間を作り、親

睦会を実施予定であったがユニッ

ト会議自体が実施できない状況の

時もあり開催ができなかった。 

意識改革 

（自己啓発力の

構築） 

毎月 

① 各ユニットの月間目標を設

定し、ユニット全員で取り

組む。毎月ユニット会議で

振り返りを行う 

② 各ユニット月間目標に向か

って、職員個々で目標を立

てて取り組む。各自、月末

に振り返りを行う（3 段階

でシールを貼る） 

※ユニット会議にてユニット

目標と個人目標を設定する 

前年度同様、1ヶ月間目標に向か

って取り組む事ができた。 

職員個々の目標を立てた取り組み

については、全体の目標を達成す

るために個々で何をしたらいいの

かを明確化する事ができた。 

個人目標と評価時のシール貼りを

忘れてしまう事が多くあたった

為、意識づけや職員間の声掛けが

必要だと感じる。 

 

＜活動の成果と評価＞ 

ユニット全体で課題抽出する事ができた。今年度は月間目標に向かって個々の目標を立て取り組

みを行ったが月間目標と同じく、翌月や目標が変わると意識が薄れてしまう。 

振り返りを忘れる事も多くあった。職員間での声掛けが都度必要であった。 

＜今後の課題＞ 

・継続して目標に向かった意識を持てるようにマニュアル化や対策が必要に感じる。 

・決められた事が取り組めるようにユニット全体で声を掛け合えるような環境や関係性作りが必

要である。 

 

（２）環境整備強化活動 

目的 頻度 内容 具体的な取り組み経過（報告） 

① 全職員が分

担しながら清

掃・車椅子洗浄

を行う 

随時 

・【居室掃除（床、タンスの

上、引き出し、壁の汚れ

等、手すり拭き）】：間接業

務担当者 

・【車椅子点検、洗浄】：ユニ

ット職員 

・【浴室の大掃除 8月、3月

（年2回）】：全職員 

・【居室ワックスがけ 10 月

（年1回）】：全職員 

 

※環境整備担当が清掃状況

の確認をする 

・車椅子洗浄：ユニットごとで担当係が

割り振りを行い取り組む事ができた。

スムーズに行えなかったユニットも

あったため、担当係内での共有と連携

も必要に思う。 

・浴室の大掃除：7月23日・12月17日・

3月25日の3回実施。 

・ベランダ掃除：12月3日実施。 

・フロアのワックスがけ：10月28日実

施。初めての職員が多かったが、全職

員が協力して行う事ができた。担当職

員だけでなくフロアの職員の協力も

ありスムーズに進める事ができた。 

浴室 エアコンフィルター掃除 １回／月 

居室 エアコンフィルター掃除 ２回／年 

浴室エアコンフィルターは、大掃除の

際に2回実施したのみとなった。 

居室エアコンフィルターも、実施でき

ず。環境係の年間スケジュ－ルに組み

込んでいくこととする。 
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＜活動の成果と評価＞ 

年間スケジュールを作成した事によって管理する側の抜けも減った。担当者が行う業務内容を記載

していたが、十分に業務内容が浸透していなかった。 

＜今後の課題＞ 

・来年度は生産性向上係と共に環境面に気を配り、実施していく。 

・スケジュール管理や業務内容や進捗状況を共有する必要がある。 

 

（３）生産性向上活動(ムリ・ムラ・ムダを減らす活動) 

目的 実行時期 内容 具体的な取り組み経過（報告） 

①生産性向上

を特養全体

で取り組む 

前期 

① 特養内プロジェクト

チームを立ち上げる 

改善活動に向けた準

備を進める 

② チーム始動開始 

課題抽出・検討会議

開催 

特養内プロジェクトチームを立ち上げ、メ

ンバーで課内の課題抽出を細部まで実施し

た。その結果、大きく4つの課題に直面し

た。 

①職員間の連携不足 ②指導のばらつき 

③整理整頓 ④業務負担格差 

中期 取り組み実施 ①～④について解決策の検討 

後期 

① 中間評価・振り返り

課題抽出 

② 引き続き取り組み実

施 

①インカムの活用を強化し、重要性を伝え

ていく取り組みを実施。 

②抱え上げない介護委員会構成員と共同

し、マスター指導者の育成に取り組んで

いる途中である。 

③環境委員会と共同し、環境整備に取り組

むシステムづくりを構築。来年度に実施

できる様引き続き取り組んでいく。 

④職種によって、業務分担を明確にし、パ

ートナー職員の業務統一を図った。 

②専門性を高

める（介護

職員・パー

トナー、医

務職員） 

6～11月 

各職種の業務の明確化・

役割分担を見直す 

可視化・標準化を図る 

ボイスレコーダーを使用し、実際の職員の

動きを可視化し分析を行った。 

業務分担の見直しを行った。 

また、入居者様のケアの質を向上させるた

め、看護職員・生活相談員も入浴介助関わ

り、介護職員と連携し入居者様の状態変化

等の強化に努めた。 

 

＜活動の成果と評価＞ 

特別養護老人ホーム全体における課題について、職員からの意見収集を行い、課題の可視化を図っ

た。その結果、抽出された課題を整理し、重要性および優先度を踏まえ、大きく4つの課題に絞り

込みを行った。これらの課題に対しては、それぞれ解決に向けた取り組みを実施し、一定の前進を

図ることができた。しかしながら、「教育」および「環境整備」に関する課題については、本年度

中の解決には至らなかった。 

＜今後の課題＞ 

次年度においても「教育の統一」および「環境整備」に関する課題について、継続的に取り組みを

行い、解決に向けた改善を進めていく。 
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【稼働率実績（入院者含む）】 

定員：50床（全室個室） 

6ユニット体制（梅8名・桃9名・桜10名・藤5名・紫陽花8名・石楠花10名） 

 上半期（4～9月） 下半期（10～3月） 年間 

延利用者数（人） ８,９９９ ９,０６７ １８,０６６ 

稼働延日数（日） ９,１５０ ９,１００ １８,２５０ 

稼働率 ９８.３％ ９９．６％ ９８．９％ 

 

【 入所者の年間利用状況 】（※入院者含む） 

 延べ利用者数 

計 日数 利用率 要介護 

1 

要介護 

2 

要介護 

3 

要介護 

4 

要介護 

5 

当年度 365 0 5,205 8,588 3,908 18,066 18,250 98,9 

前年度 365 0 5,795 7,364 4,225 17,749 18,250 97.2 

比較 0 0 -590 1,224 -317 317 0 1.7 

 

【 入所者の年齢別状況 】                   （Ｒ8.3.31現在） 

 70歳 

未満 

70～ 

74歳 

75～ 

79歳 

80～ 

84歳 

85～ 

89歳 

90～ 

94歳 

95～ 

99歳 

100歳 

以上 
計 

平均

年齢 

男性 1 2 0 2 2 3 2 0 12 85.6 

女性 4 1 3 2 9 9 7 2 37 87.0 

総数 5 3 3 4 11 12 9 2 49 86.7 

前年度 5 3 4 6 8 14 7 2 49 85.5 

比較 0 0 -1 -2 3 -2 2 0 0 1.2 

 

【 入所者の介護度状況 】                    （Ｒ8.3.31現在） 

 要介護 

1 

要介護 

2 

要介護 

3 

要介護 

4 

要介護 

5 
計 

平均 

介護度 

男性 0 0 4 6 2 12 3.8 

女性 1 0 11 16 9 37 3.8 

総数 1 0 15 22 11 49 3.8 

前年度 1 0 18 19 11 49 3.7 

比較 0 0 -3 3 0 0 -0.1 

 

【 食事の提供状況（特養の副食・延べ食数） 】             （単位：食） 

 普通 荒刻み 刻み ｿﾌﾄ食 ﾐｷｻｰ食 
濃厚 

流動食 
合計 

当年度 3,462 12,286 20,291 7,010 6,462 1,452 50,963 

前年度 4,614 8,155 22,031 3,904 9,138 1,946 49,788 

比較 -1,152 4,131 -1,740 3,106 -2,676 -494 1,175 
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【 入退所者の状況 】                       （Ｒ8.3.31現在） 

 退所 入所 

退所の理由 入所前の生活場所 

家庭 

復帰 

長期 

入院 

施設 

変更 
死亡 

看取

り 
計 家庭 病院 他施設 計 

当年度 0 1 0 2 9 12 2 1 9 12 

前年度 0 1 0 5 15 21 5 3 13 21 

比較 0 0 0 -3 -6 -9 -3 -2 -4 -9 

 

【 入居申込の状況 】                       （Ｒ8.3.31現在） 

 男性 女性 合計 
要介護 

１ 

要介護 

２ 

要介護 

３ 

要介護 

４ 

要介護 

５ 
計 

当年度 19 33 52 1 2  24 19 6 52 

前年度 11 25 36 0 1  26 5 4 36 

比較 8 8 16 1 1 -2 14 2 16 
 

 

【 主な行事 】 

実施月 内容 詳細 

４月 
お花見 太鼓祭り 春のお

弁当 

お花見ドライブ 

地域のお祭りに参加 

ボランティアの方に来ていただき、手作りのたけの

こご飯と天ぷらの春弁当 

５月 新人紹介 館内で職員の出し物 

６月 
手作りお菓子 

梅雨ミニゲーム 

水ようかん 

光の間で玉入れゲーム 

７月 七夕体操 光の間で体操と唱歌 

８月 夏祭り 
・たこ焼き、チョコバナナ 

・金魚すくい、輪投げと射的 

９月 撮影会 光の間を飾り付け写真撮影 

１０月 秋のハロウィン撮影会 ハロウィンの飾りつけを行い写真撮影 

１１月 秋の味覚 マロンロール 

１２月 カラオケ大会とデザート 
・光の間でカラオケ 

・ワッフル 

１月 初詣 
・しのだ神社と日牟禮神社に初詣 

・初詣後におしるこ 

２月 節分 光の間で豆まき、実際に鬼登場 

３月 チーム対抗ゲーム大会 光の間で風船リレーゲーム 
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ショートステイふれあい（短期生活課） 

平成29年6月1日 開設 定員14人（全室個室） 

 ・介護保険法による指定通所介護事業所（2570400818） 

   平成29年6月1日 指定（滋賀県指令医福第569号） 

   令和 5年6月1日 指定（滋賀県指令医福第48号） 

 ※ 平成30年5月1日 定員14人から19人に変更 

【令和 7 年度 年間目標（計画）】 

 その方にあった処遇、サービスは何かを考え、利用者の在宅生活の延長線上となるよう、安

心・安楽な環境作りに努めます。 

 他のショートステイとの違い、魅力を作り、「また泊まりたい」と思っていただけるサービ

スを考案し、稼働率アップを目指します。 

 介護職員、看護師、生活相談員が専門職として適正な倫理観のもとに、他職種の連携を大切

に、利用者の目線に合わせたケアができるよう職員の研鑽に努めます。 

 感染防止対策の徹底に努めます。 

 

【実施状況（報告）】 

① 毎月課内会議で個別処遇の検討を行っています。また、状況変化が見られた際は、随時相

談・検討を行っています。担当ケアマネジャーや家族様に連絡し、他事業所や自宅での様

子・環境を確認しながら安心・安楽なサービスができるよう努めました。 

② 定期利用をされていた多数の利用者様が、２月３月に老健や特養等の施設入所となられ、 

大幅な稼働率の低下となりました。 

③ 感染防止対策を行いながら、外出レクや食事レクなど利用者様に楽しんでいただけるような

企画立案に努め、毎日のレクリエーションや月毎のレクリエーションを行いました。 

④ 毎日、朝礼時には、介護職員・看護師・生活相談員が、利用者様の情報共有を行い、ケアの

統一が出来るように努めました。 

 

【今後の課題と取り組み】 

① 本人様や家族様が、安心してご利用いただけるように、また、安心して担当ケアマネジャー

が本人様や家族様に当事業所をご紹介いただけるように、他職種の専門的な視点を大切に、

より良いケアを提供していきます。「また、利用したい」と思っていただき、定期的な利用

に繋げていけるように、引き続き、家族様や担当ケアマネジャー等の他事業所にも情報提供

を行っていきます。 

② 利用者様の利用状況や身体状況も日々変化するなかで、職員が統一したケアが実施できるよ

うに引き続き職員間での情報共有を行い、ケア方法など個別処遇について、課内会議だけで

なく、その都度検討を行っていきます。 

③ 引き続き感染対策を行いながら、集団レクリエーション（外出・食事作りなど）を楽しんで

いただけるように、企画立案・工夫を行っていきます。 

④ 浴室内での転倒に伴い、重大事故となった。来年度は、事故防止研修の課題として取り上

げ、再発防止に努めていきます。 
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（１）日々の相互信頼活動 

目的 頻度 内容 具体的な取り組み経過（報告） 

日ごろの感謝

の気持ちを伝

えあう 

誕生月 

・職員の誕生月にサンクスカード

を準備し、カードに職員がそれ

ぞれコメントを記入する 

・完成したサンクスカードを誕生

月に該当する職員に渡す 

・担当職員（２名）を決め実施する 

・担当職員２名を決める。 

・担当職員が、サンクスカード

を準備・配布し、とりまとめ

を行う。 

・職員の誕生月にサンクスカー

ドを渡し、写真撮影を行う。 

 

＜活動の成果と評価＞ 

・前年度、色紙購入等の買い出しなどもあり、担当職員の負担が大きかったため、今年度は、ハ

ガキサイズのカードにすることで、担当職員の負担軽減に努めました。 

・日頃伝えあう事が出来ない「ありがとう」の気持ちを文字にして伝えあう事で、信頼関係の構

築に繋がりました。 

・誕生月にカードをもらう職員も、「みんなの気持ちを知る事ができ、嬉しい気持ちになる」、 

「楽しみにしていました」との声もありました。 

＜今後の課題＞ 

・今後も、日ごろから「ありがとう」を伝えあい、互いに感謝の気持ちを持ちながら、日々の信

頼関係の構築を行っています。 

 

（２）環境整備強化活動 

目的 頻度 内容 具体的な取り組み経過（報告） 

①車椅子・歩行

器等の定期的

な洗浄・点検

を実施する 

月１回 

・毎月車椅子（2～3台）、歩

行器の洗浄・点検を行う 

・チェックリストを作成し、

管理を行う 

・車椅子洗浄のチェックリストを作成し

管理する 

・その日の業務や天候を見ながら、車椅

子の洗浄を行う 

②椅子やソファ

のひじ掛けの

消毒 

毎日 

・毎日の手すりの消毒に加

え、椅子やソファの肘かけ

の消毒を実施する 

・手摺りを消毒する職員、椅子等を消毒

する職員の担当者を決めて実施した。 

・担当職員が分かるように、マグネット

シートを貼る 

浴室 エアコンフィルター掃除 １回／月 

居室 エアコンフィルター掃除 ２回／年 

・浴室：毎月１日に実施 

・居室：５月、１１月に実施 

・エアコンフィルター掃除チェック表を

作成し、実施の有無の確認を行う 

 

＜活動の成果と評価＞ 

・車椅子洗浄は、チェックリストを確認しながら、天候やその日の業務の状況を見て、ほぼ毎月

取り組むことができた。1月は天候が不安定な為、車椅子の洗浄が出来なかった。 

・手摺りや椅子の消毒は、業務担当の振り分けを行う事で、フロアの状況を見ながら、毎日消毒

を実施することができ、感染予防に取り組むことができた。 

・浴室用や居室のエアコンフィルター掃除は、行事の一つとして周知し実施することができた。 

・全体的に、業務や役割分担を「見える化」したことで周知もスムーズに行え、意識的に取り組

むことができた。 

＜今後の課題＞ 

・車椅子の洗浄については、天候が悪く実施できない場合は、車椅子の水拭き掃除をするなど、

方法を変え実施していく。 

・居室のエアコン掃除は、手順を整え、掃除用品を準備し、職員同士で協力し実施できるように

していく。 
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（３）生産性向上活動(ムリ・ムラ・ムダを減らす活動) 

目的 実行時期 内容 具体的な取り組み経過（報告） 

① 安全・安心に移動

できるように動線

を確保する 

毎日 

・利用者様の椅子はテー

ブルに入れる 

・職員用の椅子は所定の

位置に戻す 

・意識的に、椅子は出したままにし

ないように都度テーブルの方に戻す 

・職員用の椅子は、使用後ステーショ

ンや介在室（荷物置き場）に戻す 

② レクは毎日実施し

ている為、取り出

し・片付けがスム

ーズにできるよう

にする 

5月中 

レク委員会を中心に、レ

ク用品の所定の位置を決

める（必要物品の準備） 

５月：必要物品の確認・購入を行

い、レク用品の整理を実施し

た 

６月：所定の場所にテプラ等を貼

り、取り出しやすく、元の場所

に戻すように周知した。その

後、継続出来ている 

6月～ 周知し実施する 

適宜 
整理整頓できているか確

認 

 

＜活動の成果と評価＞ 

・レク用品の必要なもの、不必要なものの振り分けを行うことで、レク用品の整理ができた。 

・今まで、どこに何があるのか、探している時間も長くかかっていたが、レク用品の所定の場所を

決めることで、どこに何があるのか把握でき取り出しやすく、片付けやすくなった。探す時間や

片付ける時間の無駄をなくすことができた。 

・レク用品の戻す場所が決まっているため、その後も、整理、整頓が出来た状態を維持することが

できた。 

＜今後の課題＞ 

・整理、整頓が出来ていることで、時間を効率良く活用することができるため、今後、ステーショ

ンや排泄用品などの場所も、整理、整頓に取り組んでいく。 

 

【利用実績（稼働率）】 

定員：19名（全室個室）2ユニット体制（すみれ8名・たんぽぽ11名） 

 上半期（4～9月） 下半期（10～3月） 年間 

延利用者数（人） ２，９５６ ２，７６９ ５，７２５ 

稼働延日数（日） ３,４７７ ３,４５８ ６,９３５ 

稼働率（％） ８５．０％ ８０．０％ ８２．５％ 

 

【 年間ご利用人数実績比較 】 

 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 総数 1日平均 

R元年度 500 521 473 512 507 493 493 494 476 429 454 479 5,831 15.9 

R2年度 391 396 390 389 483 398 435 457 479 464 489 519 5,290 14.4 

R3年度 487 541 499 485 427 513 532 508 520 498 493 530 6,033 16.5 

R4年度 509 517 509 519 516 481 456 488 521 430 449 534 5,929 16.2 

R5年度 472 526 507 535 523 499 529 492 507 495 499 461 6,045 16.5 

R6年度 475 489 510 456 517 500 494 489 493 484 447 490 5,844 16.0 

R7年度 474 512 501 516 473 480 485 495 487 471 411 420 5,725 15.6 

稼働率 83.2 86.9 87.9 87.6 80.3 84.2 82.3 86.8 82.7 80.0 77.3 71.3 82.5 - 
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【 月別ご利用人数比較 】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 年間行事報告 】 

実施月 内容 詳細 

４月 外出ドライブ 
市内周辺ドライブ～ラコリーナ散策・工場見学 

おやつ：バウムクーヘン 

５月 アレンジメントフラワー カーネーションの花をモチーフに作品作り 

６月 ガーデニング 朝顔の種まき・朝顔のリース作り 

７月 フルーツ＆お菓子祭り 
お菓子のつかみ取り 

おやつ：かき氷+フルーツポンチ作り 

８月 納涼祭 
スイカ割・風鈴作り 

おやつ：スイカ、冷やし甘酒 

９月 敬老の日のお祝い 
ゲーム：ゲートボール・サンマの１本釣り 

感謝のメダルをお渡しし、記念撮影 

１０月 ハロウィン 

ゲーム：職員を見ながらダンス３曲。 

おやつ：どら焼きに目をつけて頂き、アレンジしていた

だく。ハロウィン仕様のお化けどら焼きの完成 

１１月 
秋の紅葉・散策 

（ドライブ） 

太郎坊宮までドライブ・散策 

おやつ：もみじ饅頭 

１２月 クリスマス会 

ゲーム：箱の中身当てゲーム 

おやつ：マドレーヌに苺やクリーム、フルーツを各自で

トッピングし、サンタ風ケーキの完成 

１月 
１）初詣 

２）室内で初詣気分 

１）篠田神社まで初詣 

２）室内の神社を作り、初詣気分を感じていただく 

  絵馬作り  おやつ：お汁粉 

２月 寄せ鍋パーティー お鍋を作り、昼食時に提供 

３月 
花と笑顔をたくさん咲か

せましょう 

桜のモチーフにした紙の花を撒いていただく。模造紙に

張り付け、大きな桜の木を作る 

雛飾りの顔出しで記念撮影 

おやつ：桜もち 

（人）  
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デイサービスセンターふれあい（通所課） 

平成28年7月1日 開設 定員30人（通常規模） 

 ・介護保険法による指定通所介護事業所（2570400818） 

   平成28年7月1日 指定（滋賀県指令近健福第532号） 

※ 平成30年7月1日から定員30名→35名に変更 

  令和 4年7月1日 更新（滋賀県指令近健福第19号） 

【令和 7 年度 年間目標（計画）】 

 利用者の歴史を尊重し、心豊かに過ごしていただけるよう個々に寄り添うサービスの提供に

努めます。 

 近江八幡市の社会的ニーズに合わせた運営が出来るように、通所課の強みである、設備の充

実・多職種での連携をより充実させていきます。 

 専門性・医療を活かし質の高いケアを行い、認知症や介護度が高い方の利用を制限すること

なく受け入れるように努めます。 

 職員は介護技術・専門知識の向上に努め、利用者に合った介護方法を見極めるため嚥下評価・

機能評価等を行い、サービスの質の向上に努めます。 

 

【実施状況（報告）】 

① ＬＩＦＥや介護請求において、利用状況を毎日確認し2重のチェックにより、問題なく処

理できた。ケアマネへのモニタリングについてはケアプランに合わせ職員自身もあらゆる

視点から観察して情報提供する事が出来た。また介護計画書の作成においては状況の変化

に伴い計画書の変更等を行い家族様に同意を得られている。 

② 本人様・家族様から思いを伺い、暮らしやすさを共に考えながら、多職種と連携し、支援

内容等の変更を行い的確なサービスを実施する事ができた。 

③ ほぼ毎月、ボランティアに来ていただき、感情豊かな時間の提供を行う事が出来た。又、

特養・ショートの利用者様にも来ていただき交流できた。 

④ SDGｓを意識し、広告で作ったゴミ箱や利用者様の作品を鷹飼のフレンドマートに置き、買

い物に来られたお客様に持って帰って頂くと共に、廃材で作った季節ごとの壁画を利用者

様とともに飾りに行く取り組みをしたことで、地域での役割を感じて頂くことが出来た。

フレンドマートの職員さんや、持って帰られている方からの感謝の声やメッセージなどを

頂いている。 

⑤ パートナーの活動範囲を拡げて頂くことで、業務分担がはっきりし、利用者への関わりに

余裕が出来た。利用者様とパートナーとの信頼関係が確立できて来た。 

⑥ 介護技術の向上の為に抱え上げない介護委員会が主となり教育を行った。職員の入れ替わ

りが多い中、新人教育のマニュアルが確立できておらず、新人職員だけでなく既存の職員

においてもストレスを抱えてしまう結果となってしまった。 

⑦ 利用者数が減少したまま一定以上の増加につながらなかった。 

⑧ 送迎中に転倒事故が発生し重大事故に繋がった。 

 

【今後の課題と取り組み】 

① 課内会議において、職員から意見が出るよう事前に課題や内容を発信していく。 

② 利用者の状態の変化に対し多職種で意見を出し合うミニカンファを設ける。 
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③ 利用者数減少を食い止めるべく、ケアマネに対し、ふれあいの特性の発信と相談員を２人

体制とし柔軟な対応を行い安定した事業運営を行う。 

④ 施設備品を大切に扱う事を徹底しつつ、ムダのない業務を行う。 

⑤ 朝礼では運転者の呼気確認と交通事故ゼロの啓発運動の継続、腰痛予防のための体操を継

続して行う。 

⑥ 介護技術・専門知識の向上に努め、利用者様にあった介護方法を見極める為、引き続き嚥

下評価・機能評価等を行い、多職種が連携してケアに活かしていく事を実施していく。 

⑦ 可能な限り毎月ボランティアの受け入れを行い、感情豊かな時間の提供を継続していく。 

⑧ 事故を予防するための取り組みとして、既存マニュアルの更新、職員の危険予知能力の向

上を目的としたリスク予防研修を行う。 

 

（１）日々の相互信頼活動 

目的 頻度 内容 具体的な取り組み経過（報告） 

日頃から職員同

士が感謝・感動

を言葉に表す 

毎日 

「あなたがいてくれたから助かっ

た・良かった」と思う事を日頃か

ら常に言葉に出し、1日の終了時

までに1日1枚の既定の用紙に記

載する 

朝礼時に「本日のありがとう」

の担当を伝え、帰るまでに日誌

に記載して頂き翌日の朝礼で発

表していただいた。 

 

＜活動の成果と評価＞ 

担当となった職員は、一日を振り返り、感謝の気持ちを持って記載している。次の日の朝礼で披露

する事で「そんなことがあったんだ」と他の職員も前日の様子を伺い知る事も出来、一緒に感謝の

気持ちを持てた。 

＜今後の課題＞ 

継続して実施していく事で、職員同士の信頼関係を高める 

 

（２）環境整備強化活動 

目的 頻度 内容 具体的な取り組み経過（報告） 

① デイサービス内

整理整頓・掃除 
1回/月 

環境委員が中心となり環

境整備を行う 

環境委員ではなく、各場所で気づいた

ら整理。物品の置き場所を決めて明記 

② 1日の終わりに

消毒 
1回/日 

1日の終わりに椅子・

机・福祉用具・電話・携

帯電話・リモコン等すべ

てのものを消毒する 

チェック表を設けて項目ごとに漏れの

ないようにチェックしている 

③ 車椅子の点検 1回/月 
清掃・点検を行いチェッ

クリストに記載する 

車椅子だけでなく歩行器についてもチ

ェック項目を設けてチェックし修繕依

頼している。都度の気づきとチェック

は半年に1回行った。 

浴 室 エアコンフィルター掃除 １回／月 

フロア エアコンフィルター掃除 ２回／年 

毎月担当者を決めて掃除。掃除日と気

づきを記載する用紙を作り実施後記載 
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＜活動の成果と評価＞ 

・職員の自覚が出てきた。「片付け」では職員により対応方法が異なる事もあり、都度共有して

いく必要があった。 

・1日の終わりの片付けでは、消毒のチェック表をラミネートしてホワイトボードマーカーでチ

ェックする事で、用紙の削減にもなった。 

・車椅子の点検では、歩行器・車椅子とも大切に使うこと、空気の確認等、職員の意識も変わっ

てきた。 

＜今後の課題＞ 

 ・決められた事以外にも気付いたところの整理整頓や洗浄等、全職員が実施できるよう取り組む。 

 

（３）生産性向上活動(ムリ・ムラ・ムダを減らす活動) 

目的 実行時期 内容 具体的な取り組み経過（報告） 

① 利用頻度が少ない

製氷機を止める 
4月～ 

製氷皿を購入し、毎日製

氷し一定の氷を作成する 

4月から使用禁止し、製氷皿を

購入し冷凍庫で氷を作成 

② 清拭・洗浄タオル

を使った後の節水 
4月～ 

洗浄用タオル（ピンク・

青）を使った後は個々に

ゆすがず纏めて絞り洗濯

に出す 

使用後のタオルは桶に入れずに

すぐに絞り、洗濯に出している 

 

＜活動の成果と評価＞ 

① 氷については大量に使用する事もなく製氷皿での氷で十分であったため、水道代・電気代の節

約になった。 

② 桶に入れない事で絞った際の泡が少なく、床を流すシャワーも少量となった。 

＜今後の課題＞ 

①②の継続が必要 

 

【 年間ご利用人数実績比較 】                  定員：35名／日 

 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 総数 

R元年度 724 770 719 763 735 709 771 777 753 660 684 716 8,781 

R2年度 696 694 724 738 716 724 773 723 771 710 721 789 8,779 

R3年度 760 751 779 792 731 760 698 683 640 628 643 774 8,639 

R4年度 708 730 755 770 779 768 772 722 727 470 649 693 8,543 

R5年度 653 739 713 713 705 717 706 709 707 678 700 722 8,462 

R6年度 672 694 618 644 604 559 588 563 584 528 493 544 7,091 

R7年度 570 622 595 589 555 609 620 587 613 551 540 602 7,053 

1日平均 

(人) 
21.9 23.0 23.8 21.8 21.3 23.4 23.0 23.5 23.6 23.0 22.5 23.2 22.8 

稼働率 

(％) 
62.6 65.8 68.0 62.3 61.0 66.9 65.6 67.1 67.4 65.6 64.3 66.2 65.2 
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【 月別ご利用人数比較 】 

 

 

【年間行事報告】 
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実施月 内   容 詳細 

4月 お花見 白鳥川沿のお花見に1週間通して行った。 

5月 

いちご狩りレク 

 

母の日ありがとう 

利用者とともに折り紙を使ってイチゴを作りレクでいちご狩り

を行う。おやつにプリンアラモードを召し上がっていただく。 

母の日に合わせて女性にカードをプレゼント 

6月 父の日レク 
人工芝を利用してパターゴルフをして頂き得点を競う。 

男性には爪楊枝入れをプレゼント 

7月 七夕レク 
七夕のＢＧＭを流しながら魚釣りの要領で星を釣って頂く。お

やつは天の川ゼリーを提供 

8月 夏祭り 

入浴後の楽しみにノンアルコールやジュースの提供 

レクではスーパーボールすくい・なんちゃってスイカ割を楽し

んでいただいた。おやつはアイスクリーム 

9月 敬老の集い 

ボランティアさん（OHK野菜シスターズ）に来ていただき様々

な出し物を披露して頂いた。 

職員が作成した達磨のマスコットを、日頃の感謝を伝えながら

プレゼント。 

10月 ハロウィン運動会 3チームに分かれ競う。 

12月 クリスマス会 

職員による演奏。 

赤緑のテーブルクロスをセットしクリスマスの雰囲気を盛り上

げる。クリスマスプレゼント 

1月 ふれあい神社に参拝 
ホール内に神社を設け賽銭を入れお参りして頂く。全員に絵馬

を書いて頂いた 

2月 鬼退治レク 
鬼に向かって鬼は外、巻きずし巻いて食べて福は内 

おやつは鬼の顔のプリン 

3月 ひな祭りレク 

ひな祭り輪投げ 

なりきりお雛様で写真撮影 

甘酒とともにおやつを召し上がっていただく 
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居宅介護支援事業所 ふれあい（居宅介護支援課） 

・介護保険法による指定居宅介護支援事業所（2570400263） 

   平成15年12月1日 指定（滋賀県指令近振調第642号） 

   平成21年12月1日 更新（滋賀県指令近健福第355号） 

   平成27年12月1日 更新（滋賀県指令近健福第1091号） 

   令和 3年12月1日 更新（近八介保指令第36号） 

【令和 7 年度 事業方針】 
1. 介護保険法令の趣旨に従い、居宅介護支援業務を遂行する 

 利用者が居宅においてその有する能力に応じ自立した生活を営むことができるよう

配慮する 

 利用者、家族の選択に基づき、医療福祉サービス等が総合的かつ効率的に提供され

るよう支援する 

 サービスの調整は利用者の意思、人格を尊重し、公正中立に行う 

 市町村、他の居宅介護支援事業所、医療、介護保険施設等との連携につとめる 

2. 要支援認定者のケアプラン作成に当たっては委託された近江八幡市介護予防事業所と連

携、指導を受け、受託契約を遵守し業務を行う 

3. 居宅介護支援依頼についてはできるだけ利用者や家族の希望に添い担当をさせていただ

く 

4. 認定調査に関しては近江八幡市要介護等認定調査委託契約に従い実施する。（現在委託

事業は終了しているが、再開の際には保険者の指示に従う） 

5. 帳票類の作成、定められた会議の実施など適時に行う 

6. 内部・外部研修に積極的に参加し、スキルアップする 

7. 自己研修により介護支援専門員としての資質の向上を図る 

8. 法人の基本、運営方針に沿い、居宅支援業務を行う 

9. 接遇に注意し 利用者・家族に 不快感を持たれないように注意する 

10. 法人内のデイサービスやショートステイとの連携を図り体調不良時や緊急時に迅速な対

応ができるようにする 

11. 他の居宅介護支援事業所や地域包括支援センターとの連携を強化し、情報の把握に努め

る。 

 

【年間目標（計画）】 

・感染症対策を徹底しながら業務を行います。 

・利用者・家族の信頼に応えられるように、懇切丁寧な対応に努めます。 

・運営基準を遵守した運営に努めます。 

・法人本部・法人各サービス事業所との連携を密にしながら運営を行います。 

 

【実施状況（報告）】 

・感染症対策に関してはマスク着用、訪問ごとの手指消毒、施設に戻った後の手洗い、うがいと

いう基本的な感染症対策を徹底して実施し、体調管理にも万全を期して取り組んだ。 

・利用者・家族の対応には懇切丁寧に努め、言葉使いや礼節にも注意をして取り組んだ。曖昧な

返答や態度は避け、迅速な行動を意識した。 

・運営基準を都度確認し違反の無いように心がけた。また常に最新の情報が取得できるように努

めた。 

・気になることは法人本部に報告し早めの相談を実施した。また法人在宅サービス部門と密に連
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携し利用者への対応を行った。 

 

【今後の課題と取り組み】 

・運営指導での不備が無いように引き続き運営基準を遵守した運営に取り組み、指定更新を行う。 

・BCPに関しては定期的な訓練・研修を行い、見直しを実施していく。 

・必須となる各種委員会、研修等にも遺漏が無いように取り組む。 

・感染症対策、体調管理には引き続き徹底して業務に取り組む。 

 

（１）日々の相互信頼活動 

目的 頻度 内容 具体的な取り組み経過（報告） 

施設（本部・総務）と予定等

を確認・共有することで業務

が円滑に進められるように

努める 

毎日 

朝礼に出席し、予定の

報告・重要事項の報告

を行う 

可能な限り朝礼に参加し施設の状

況の把握、予定の伝達を実施し緊

密な連携に努め業務の円滑化を図

った。 

法人本部への報告・相談を実

施し発生した課題の早期解

決を図る 

適宜 

重要案件や課題の発

生時には適宜相談・報

告を行い、解決を図る 

課題発生時には早期に法人本部に

報告・相談を実施し課題の解決を

図るように努めた。 

 

＜活動の成果と評価＞ 

朝礼には訪問等が重なっていない限り参加し、法人の予定等の把握を行い、また居宅介護支援事

業所の予定等を伝え円滑な連携を実施した。法人本部との連携等に関しては結果として課題とな

る重要な案件は発生しなかったが、日常業務の報告連携は実施できた。 

＜今後の課題＞ 

引き続き朝礼への参加、総務課や法人本部との円滑な連携を実施し、業務の効率化や、課題の早

期解決を図れるようにする。 

 

（２）環境整備強化活動 

目的 頻度 内容 具体的な取り組み経過（報告） 

① 環境を整えることで無

駄な作業を減らし、集中し

て取り組めることで、業務

効率を高める 

月1回 

居宅事務所の清掃、デス

ク周りの整理、書類、チラ

シ等の整理・廃棄、パソコ

ン内の不要なファイルの

整理・削除 

毎日の業務前にデスク周りの掃

除、消毒作業を実施した。また

都度パソコン内のファイルの整

理を実施した。 

ふれあい本館・遊楽庵・共用スペース 

エアコンフィルター掃除 ２回／年 

年2回のエアコンフィルター清

掃業務に参加した。 

 

＜活動の成果と評価＞ 

デスク周りの整理を心掛けた。また保存期間のある書類の倉庫への保管や搬出なども行い、快適な

業務環境の整備に努めたが、一方で業者からのカタログや広告などは整理しきれていないものがあ

る。また床の掃除機掛けなどは失念してできてないことが多く、総務課職員にしていただくことが

多かった。 

施設のエアコンフィルター掃除に参加し快適な職場環境の構築に努めた。 
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＜今後の課題＞ 

引き続きデスク周りの清掃・消毒・パソコンデータの整理を実施。業者からの書類等も定期的に廃

棄するなど整理に努める。床掃除も月初めには実施するように心がける。 

 

（３）生産性向上活動(ムリ・ムラ・ムダを減らす活動) 

目的 実行時期 内容 具体的な取り組み経過（報告） 

① 書類作成（記

録・ケアプラン

等）時間の短縮 

毎日 

記録類はその日に作成でき

るものは必ずその日に作成

する。後日に回すと記憶が

曖昧になり作成に時間が余

分にかかるため。 

訪問記録などその日に作成する

ことが重要なものと、後日でも

可能なものを選別し必要な記録

はその日のうちに実施できた。 

② 交通費削減、時

間の効率化 
適宜 

できるだけ効率の良い訪問

ルートの検討、メール・Ｆ

ＡＸで済むものは持参せず

メール・ＦＡＸを有効に活

用する。 

可能な限り訪問ルートは効率的

になるように調整した。FAXは

使用しているがメールなどはあ

まり使用できなかった。 

 

＜活動の成果と評価＞ 

運営基準で求められる書類や記録は適正な期間での作成を心掛けた。特に日々のモニタリング記録

などはため込むと収拾がつかなくなるため、必ずその日のうちに記録することを徹底した。 

訪問に関しては家族の都合などもあり必ずしも効率的に組むことは難しい状況である。各サービス

事業所や行政への書類などは持参する場合が多かった。これは書類の量や内容などによりFAXでは

送り難いものがあるためである。 

＜今後の課題＞ 

メール等の使用は活用できておらず今後の課題となる。ケアプラン連携システムや介護情報基盤シ

ステムが稼働してくれば改善が見込めると考えられる。 

 

【月別給付管理実績・稼動件数】 

 要支援1 要支援2 要介護1 要介護2 要介護3 要介護4 要介護5 合計 

4月 2 2 15 11 2 5 0 37 

5月 2 2 15 11 2 5 2 39 

6月 2 2 15 11 3 3 1 37 

7月 2 2 16 12 3 3 1 39 

8月 2 2 16 12 3 2 1 38 

9月 2 2 17 10 3 2 1 37 

10月 1 1 16 11 2 2 1 34 

11月 1 1 18 11 2 3 1 37 

12月 1 0 18 11 3 3 1 37 

1月 1 0 18 11 3 3 0 36 

2月 1 0 15 10 3 3 0 32 

3月 1 0 16 10 3 3 0 33 

合計 18 14 195 131 32 37 9 436 
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【介護度割合】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【加算実績】 

 
初回 

加算 

入院時情報連携加算 退院退所 

加算 

給付管理逓減 

Ⅰ Ⅱ CM員数 逓減数 

4月 2 0 1 0 1 0 

5月 2 1 1 0 1 0 

6月 1 0 1 0 1 0 

7月 2 1 0 0 1 0 

8月 0 1 0 0 1 0 

9月 0 0 1 0 1 0 

10月 0 0 0 0 1 0 

11月 4 0 0 0 1 0 

12月 1 1 0 0 1 0 

1月 0 1 0 0 1 0 

2月 0 0 0 0 1 0 

3月 1 0 2 0 1 0 

合計 16 5 13 0 12 0 

 

 

 

 

 

要支援１

4.1%

要支援２

3.2%

要介護１

44.7%

要介護２

30.0%

要介護３

7.3%

要介護４

8.5%

要介護５

2.1%

要支援１

要支援２

要介護１

要介護２

要介護３

要介護４

要介護５
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グループホーム 花ごよみ（家庭課） 

平成15年9月1日 開設 定員6人（全室個室） 

 ・介護保険法による認知症対応型共同生活介護事業所（2570400263） 

 ・介護保険法による介護予防認知症対応型共同生活介護事業所（2570400263） 

   平成15年9月1日 指定（滋賀県指令近振調第484号） 

   平成21年9月1日 更新（近八介指令第12号） 

平成27年9月1日 更新（近八高介指令第18号） 

令和3年9月1日 更新（近八介保指令第18号） 
 

※ 平成18年5月12日 増床3床により、定員9人（全室個室） 

【令和 7 年度 年間目標（計画）】 

 

1. 地域を生活圏とし、施設利用者ではなく地域住民として暮らしていけるように支援します。 

2. 温かい心のこもった関わりと個別援助により、尊厳を持って暮らす事のできるように支援

します。 

3. 介護職員が専門職として適正な倫理観のもとに、他職種の連携を大切に、利用者の目線に

合わせたケアができるよう職員の研鑽に努めます。 

 

【実施状況（報告）】 

① 他職種（主に訪問看護や訪問リハビリ）との連携を少しずつ強めることは出来た。だが、連携

によって得たものを日常の生活の中で取り入れることが難しい時も多々あり継続には繋がらな

かった。 

② 謙虚という言葉の認識が各職員で異なっており、以前と比べると消極的な場面もあった。お互

いの考えが伝わらず、信頼関係の構築にはもう一歩という所であった。 

③ 令和7年10月にグループホームしのだ・花ごよみで合同レク（ふれあい秋祭り）を開催し

た。ご家族様にも参加を呼びかけ、参加された方々にご利用者様との楽しいひと時を過ごして

もらう事ができた。 

 

【今後の課題と取り組み】 

① 連携によって得たものを活かすため、継続を目指す。利用者に関することであれば、サービス

の提供が出来る範囲でケアプランに組み込む。また、業務の中で行えないか検討していく。 

② 信頼関係の構築には、職員個々のケアに対する自信も関係しているように感じた。ケアの質の

向上を含む各職員個々の成長を促すため、自己研鑽に努める機会を設ける。 

 

（１）日々の相互信頼活動 

目的 頻度 内容 具体的な取り組み経過（報告） 

チームケアの向上

とケアの統一 
毎日 

連絡ノートの使用に加え、朝礼

だけでなく昼礼を行う事で、情

報共有の強化とコミュニケーシ

ョン不足の解消を図る 

今年度は毎日、13時に昼礼を

行った。 
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＜活動の成果と評価＞ 

・１日2回に申し送りを増やすことで、午後から勤務する職員にも前日の事柄や当日の予定など

も伝わりやすく、ケアや業務のロスが減った。 

 

＜今後の課題＞ 

・13時からは入浴もあるなど、申し送りが長引けば業務が押してしまうこともあった為、その場

合のフォローなども考えた方が良いかと思われる。また当日の出勤者によって申し送り内容が 

若干、差もある為、どこまでをきっちりと申し送るか、なども検討した方が良い。 

 

（２）環境整備強化活動 

目的 頻度 内容 具体的な取り組み経過（報告） 

① 利用者・職員に

とって過ごしやす

い環境作り 

随時 

日頃から居室や施設内外の整備

を心掛け、季節感も取り入れな

がら過ごしやすさを意識して環

境を整えていく 

週２回の居室掃除は継続して行

い、フロア内の飾りつけや、定

期的な散歩を実施した。 

浴室 エアコンフィルター掃除 １回／月 

居室 エアコンフィルター掃除 ２回／年 

各回数実施に加え、職員の手の

空いている時にはフロアのエア

コンフィルターも掃除した。 

 

＜活動の成果と評価＞ 

・居室やフロアは概ね清潔に保つことができた。また職員の手作りの飾りつけなどから季節感を

取り入れる事も出来た。 また定期的に散歩に出て外気に触れることで季節を感じてもらえた

と思う。 

＜今後の課題＞ 

・散歩に関しては排泄の関係からすぐに帰りたがられたり、車椅子への乗車を拒否される方もあ

り、散歩含め外出は難しい利用者もおられたりと、散歩に出かけられる利用者が限られていた。

今後は普段、出かけにくい利用者も、外に出てもらえるよう、職員間の協力も必要と思われる。 

 

（３）生産性向上活動(ムリ・ムラ・ムダを減らす活動) 

目的 実行時期 内容 具体的な取り組み経過（報告） 

① 入浴時の洗濯の回

数を減らし水道料

金・電気代の無駄

を削減 

毎日 

入浴された利用者毎に洗濯

機での洗濯を行っている

が、数名分まとめて洗濯機

にかける 

一日に４人または５人入浴され

る中で、洗濯機の容量に合わせ

た洗濯回数とした。 

② 物品補充係担当制

の導入 毎月 

今までは一人の職員が物品

補充担当となっていたが、

毎月、担当職員を変えるこ

とで業務の負担を削減する 

施設内物品補充を担当制に変

更。 

 

＜活動の成果と評価＞ 

①洗濯機の容量に合わせた洗濯回数とすることで、（１人分で洗濯機を毎回回すのは効率が悪すぎ

る）水道代や電気代の節約には繋がったかと思われる。 

②月交代で物品補充を行う事で、各職員、施設のどこにどのような物品はあるのかが把握できた。 

＜今後の課題＞ 

①入浴時間によって洗濯が追い付かず、結局、和室のエアコンで乾燥させることになる為、そこ

の電気代はかかってしまった。 
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②月担当を決めたにも関わらず、補充に気付かない職員もおり、結局、担当でない職員が物品を

取りに行く事もあるなど、もう少し効率のよい促しが出来ればよかった。 

 

 

【稼働率実績（入院者含む）】 

定員：9名（全室個室） 

 上半期（4～9月） 下半期（10～3月） 年間 

延利用者数（人） １，６２３ １,６３８ ３,２６１ 

稼働延日数（日） １,６４７ １,６３８ ３,２８５ 

稼働率 ９８.５％ １００％ ９９．２％ 

 

【令和 7 年度利用者年間実績】 

実 

人 

数 

 
要支援 

2 

要介護 
人数 

要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５ 

Ｒ7年4月  4 4 1   9 

5月  4 4 1   9 

6月  4 4 1   9 

7月  4 4 1   9 

8月  4 4 1   9 

9月  4 4 1   9 

10月  4 4 1   9 

11月  3 5 １   9 

12月  3 5 1   9 

Ｒ8年1月  3 5 １   9 

2月  3 4 １   9 

3月  3 4 1   9 

※平均要介護度 令和7年度 1.8（令和6年度 1.8） 

 

【 行事報告 】 

4月 お茶会 

5月 母の日のお祝い 

6月 紫陽花ドライブ 

7月 昔遊び・防災訓練（日中） 

8月 お誕生日会 

9月 敬老のお祝い 

10月 秋の味覚 

11月 紅葉ドライブ 

12月 クリスマス会 

1月 早春行事・初詣・防災訓練(夜間) 

2月 節分（豆まき）、バレンタイン 

3月 雛祭り 

※ 誕生日会随時開催、少人数でのドライブ、日帰り帰宅支援、訪問看護１回/週 
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グループホーム しのだ（家庭課） 

平成19年6月1日 開設 定員9人（全室個室） 

・介護保険法による認知症対応型共同生活介護事業所（2590400053） 

・介護保険法による介護予防認知症対応型共同生活介護事業所（2590400053） 

平成19年6月1日 指定（近八介指令第5号） 

平成25年6月1日 更新（近八高介指令第110号） 

令和元年6月1日 更新（近八介保指令第3号） 

令和7年6月1日 更新（近八介保指令第5号） 

 

※ 平成25年12月1日 1ユニット増築により、定員18人（全室個室） 

【令和 7 年度 年間目標（計画）】 

1. 地域を生活圏とし、施設利用者ではなく地域住民として暮らしていけるように支援します。 

2. 温かい心のこもった関わりと個別援助により、尊厳を持って暮らす事のできるように支援し

ます。 

 

【実施状況（報告）】 

① しのだ花火や、観桜会などの地域行事に参加させていただくことができ、運営推進会議と

しのだ便りにてしのだの様子や情報を発信させて頂いた。また溝掃除、公園花壇について

は地域の方からお礼の言葉を頂いており、地域の方々からのご協力も頂いた。 

② 日々の申し送り、課内会議で確認している。入居者様に担当職員を付け、細かいところは

補い合うよう努めた。 

③ 秋のふれあい祭りにより、入居者様、ご家族様と職員との交流を深めた。 

 

【今後の課題と取り組み】 

① 今後も地域との関わりを考えていく。溝掃除、公園花壇整備は継続して定期的に実施した。 

② 課題である職員間の情報共有の強化を、報連相を改めて徹底し、円滑な連携を図ることで 

サービスの質の向上に努めた。 

 

（１）日々の相互信頼活動 

目的 頻度 内容 具体的な取り組み経過（報告） 

報連相の徹底 適宜 
毎日の申し送り、書面、

課内会議等確認する 

申し送りのほかに連絡ノートや掲

示板を作成、活用し徹底できるよ

うに努めている。 

 

＜活動の成果と評価＞ 

取り組み初めに比べて、互いに声を掛け合うことで少しずつ習慣化が出来るようになった。その

結果、報告連絡だけでなく職員間での相談も増えたように思う。 

 

＜今後の課題＞ 

報連相するだけではなく、職員一人ひとりが物事を判断し行動できるように努めることである。 
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（２）環境整備強化活動 

目的 頻度 内容 具体的な取り組み経過（報告） 

①入居者様が快適に過

ごせる環境作り 
適宜 

毎日の掃除に加え、ワック

ス清掃、年末大掃除の実施

や季節の装飾作品の掲示 

・業務日誌に加え、年末の掃除は

表を作成し実施状況確認。掲示

作品は担当者が実施。 

浴室 エアコンフィルター掃除 １回／月 

居室 エアコンフィルター掃除 ２回／年 

１２月の年末とリビング、居室

エアコンは６月にも実施。 

 

＜活動の成果と評価＞ 

毎日の清掃はふれあいパートナーの職員を中心に実施できた。普段できない部分は年末を中心に

時間ある時に実施。声掛けにより職員の環境整備に対する意識も高まった。 

＜今後の課題＞ 

物品の収納場所に困り、乱雑な物品管理になる時があった。物品の収納場所の確保と工夫が必要

になってくる。 

 

（３）生産性向上活動(ムリ・ムラ・ムダを減らす活動) 

目的 実行時期 内容 具体的な取り組み経過（報告） 

①買い物等の出費を

抑え、電気代等の無

駄をなくし、経費削

減に努める 

適宜 ・食品等の買い出しは価

格を見て検討し、賞味期

限内に使い切る 

・無駄な電気は消し、水道

も常に節水を心掛ける 

・宅配サービスも活用し、大きな

買い出しは月 1回にすることで

時間削減も行う事ができた。 

・テプラなどを貼ることで、忙し

い時でも意識して実施すること

ができた。 

②業務の効率化を図

り、入居者様、家族

様、地域貢献、職員

のバランスの良い

業務を行う 

適宜 常に業務改善の気持ちを

持ち、マンネリ化せず、柔

軟な発想で情報共有し、よ

り良い改善を行う 

業務内容の見直し・変更を実施

し、サービスの質の向上や効率化

を図った。 

 

＜活動の成果と評価＞ 

職員の意識付けが必要になってくるが、日々の申し送り、課内会議で意識付けが出来ているよう

に思う。派遣職員、異動による職員にも徐々に意識付けが出来ているように感じる。 

＜今後の課題＞ 

入居者様の認知症状により水の止め忘れがある時があった。早期発見をする必要がある。 

 

【利用率実績（稼働率）（入院者含む）】 

定員：18名（全室個室） 2ユニット体制（扇9名・夢9名） 

 

 

 上半期（4～9月） 下半期（10～3月） 年間 

延利用者数（人） ３,２６２ ３,２７２ ６,４９９ 

稼働延日数（日） ３,２９４ ３,２７６ ６,５７０ 

稼働率（％） ９９.０％ ９８．８％ ９８.９％ 



- 34 - 

【 7年度利用者年間実績 】 

実 

人 

数 

 
要支援 

2 

要介護 
人数 

1 2 3 4 5 

R7年4月  ６ ７ １ ３ １ １８ 

5月  ６ ８ １ ３ １ １９ 

6月  ６ ７ １ ３ １ １８ 

7月  ６ ７ １ ３ １ １８ 

8月  ６ ７ ２ ５ １ ２１ 

9月  ６ ７ ２ ４ ３ ２２ 

10月  ６ ７ ２ ３ ４ ２２ 

11月  ６ ７ ２ ３ ４ ２２ 

12月  ６ ８ ２ ３ ４ ２３ 

R8年1月  ６ ８ ２ ３ ３ ２２ 

2月  ６ ８ ２ ５ ３ ２４ 

3月  ６ ８ ２ ５ ３ ２４ 

※平均要介護度 令和7年度年度2.6 (令和6年度 2.2) 

 

【 行事報告 】 

５月 避難訓練 

７月 七夕まつり 

８月 地蔵盆 

１２月 クリスマス会 

１月 初詣 

２月 節分 

３月 ひな祭り・避難訓練 

※ 随時お誕生日会、毎月課内会議、往診・週１回訪問看護 
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障がい児者入浴サービス 

近江八幡市障がい児者入浴サービス業務委託 令和4年3月1日（初年度契約） 

  令和4年4月1日～令和5年3月31日（令和4年度第10号） 

  令和5年4月1日～令和6年3月31日（令和5年度第45号） 

令和6年4月1日～令和7年3月31日（令和6年度第6号） 

  令和7年4月1日～令和8年3月31日（令和7年度第19号） 

【令和 6 年度 年間目標（計画）】 

 

【重点目標】 

社会福祉法人として障がい児者・高齢者のどのような方においても安心して暮らせる地域づくり

に貢献します。 

 

【年間目標】 

障がい児者の特性を理解し、法人内の全職員が協働して本人及び家族が安心できるために必要な

サービスの提供ができる。 

 

【実施状況（報告）】 

昨年度に引き続き、継続して利用してくださる利用者1名の利用でした。 

利用者様・家族様・職員との顔なじみの関係となり、学校での生活等も含めて体調管理を共有するこ

とができている。 

 

【今後の課題と取り組み】 

介護職員の急な欠勤により、サービス当日に介助者の調整変更が必要となる場合があるが、法人全体

で人員調整を行うことができている。また、ケア方法の統一も図れている。今後も、利用者様およびご

家族様のニーズを的確に把握し、安心して快適にご利用いただけるよう努めていく。 

 

【実績利用者数】 

 上半期（4～9月） 下半期（10～3月） 年間（延べ件数） 

延べ利用件数（件） １８ １７ ３５ 
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総務課 

【令和 7 年度 年間目標（計画）】 

1. 明るい笑顔と声での窓口対応・電話対応を心掛ける 

2. 業務に必要な知識の向上、改正法令等への適正な対応と処理（期日厳守） 

3. 機器・備品等の修繕や故障に対する迅速かつ適切な対応 

4. 法人全体を考えた業務効率化の検討・提案、経費削減への取り組み 

5. 整理整頓・清潔な環境維持（目配り・気配り） 

6. 情報共有、気付きの共有、ダブルチェック等による事務処理ミスの防止 

 

【実施状況（報告）】 
1． 窓口・電話対応の充実 

面会者数の増加に伴い、ご家族様と現場職員が円滑に連携できるよう橋渡し役としての対応に

努めた。電話および来客対応については、総務業務改善ミーティングにおいて明るく丁寧な受

け答えを再確認し、職員間で共有することで、応対品質の均一化と向上を図った。 

2． 法令改正等への適切な対応 

高齢福祉分野に加え、労務・法人運営に関する制度改正が相次ぐ中、最新情報の把握に努め、

各種届出や手続きについて遅滞なく適正に対応することができた。業務に必要な知識の習得を

継続し、正確性と期限遵守を意識した事務処理を実施した。 

3． 設備・備品管理の迅速化 

日常的に発生する不具合や故障について、総務共有ネットワーク（サイボウズ）を活用し、情

報の即時共有を徹底した。これにより、総務職員間の共有や修繕担当者との連携がより円滑と

なり、緊急時を含め迅速かつ適切な対応を行うことができた。 

4.  業務効率化および経費削減への取組 

各担当業務の整理と役割分担の明確化により、業務の効率化と標準化を推進した。また、物価

高騰への対応として、複数業者からの見積比較を実施し、より有利な条件での物品購入に努め

た。あわせて、エアコンフィルターの定期清掃を行い、空調効率の改善によるコスト削減にも

取り組んだ。 

5. 職場環境の整備・維持 

総務内での毎朝の清掃活動を継続し、整理整頓および清潔な職場環境の維持に努めた。日常業

務の中でも書類管理の徹底と身の回りの整備を意識し、働きやすい環境づくりを継続して実施

した。 

6． 情報共有と事務ミス防止の強化 

サイボウズを活用した情報共有に加え、総務業務改善会議において重要事項の確認・共有を行

った。ダブルチェック体制の継続により、事務処理ミスの未然防止に努めるとともに、情報伝

達の確実性向上を図った。 

 

【今後の課題と取り組み】 
今後も面会対応や電話応対の質を維持・向上させるため、継続的な振り返りと職員間での共有を行う必

要がある。また、法令改正や制度変更は今後も頻繁に想定されることから、情報収集体制の強化と迅速

な対応力の向上が求められる。 

設備管理においては、突発的な故障への対応に加え、予防的な点検・保守の強化を図ることで、より安

定した運用を目指す。経費面では、物価動向を踏まえた柔軟な調達方法の検討や、省エネルギーへの取

組を継続していく。 

さらに、情報共有の精度向上と事務ミスの削減に向けて、ツールの活用方法や運用ルールの見直しを行

い、より実効性の高い体制を構築する。総務課として法人全体を支える役割を再認識し、業務の質の向

上と効率化の両立に努めていく。 
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（１）日々の相互信頼活動 

目的 頻度 内容 
具体的な取り組み経過 

（報告） 

丁寧な言葉遣いと

応対により信頼関

係を構築する 

毎日 

随時 

・総務内での挨拶・離席時の声

掛け・公休前後の情報共有を

心掛ける 

・法人職員への声掛け・気配

りを心掛ける。また来客者

への挨拶等、対外的にも信

頼関係の構築に努める 

・対人スキルのレベルアップ

（相手の思い・要望を正し

く把握する） 

・総務内において、挨拶や離席

時の声掛け、公休前後の情報

共有を意識し、業務連携に努

めた。 

・法人職員への声掛けや気配

り、来客者への挨拶・対応を行

い信頼関係の構築に努めた。 

・総務業務改善会議等を通じて

電話応対の基本を共有し、対人

スキルの向上に取り組んだ。 

地元の方々との挨

拶、交通安全の啓発

活動を行うことに

より、地域に信頼さ

れる法人を目指す 

4・5・6 

10・

11・3月
（荒天時

除く） 

・毎月1回8：00～8：30（30分

間） 

・JA方面の交差点で、啓発旗・

プラカードを掲げ、挨拶・声

掛け・安全運転啓発を行う 

・毎月ではないが対象月を定め

実施した。地域交通安全啓発

活動に継続的に取り組むこと

ができた。 

 

＜活動の成果と評価＞ 
総務内において挨拶や声掛け、公休前後の情報共有を意識し、業務連携の円滑化につながった。あわせ

て、法人職員への気配りや来客対応を通じ、信頼関係の維持に努めた。対人スキルについては、総務業

務改善会議等で電話応対の基本を共有し、応対の均一化に取り組んだ。 

また、安全運転啓発活動は計画どおり継続して実施し、地域への意識づけや法人としての役割の一端を

担うことができた。 

＜今後の課題＞ 
挨拶や声掛け、情報共有については継続するだけでなく、確実性と質の向上を図る必要がある。対人対

応においては、相手の意図や要望をより的確に把握できるよう、実践を通じたスキル向上が求められ

る。また、安全運転啓発活動については、継続的な実施を基本とし、地域への意識づけと法人の社会的

役割の遂行に努めていく。全体として、日常業務と地域貢献の双方において、安定的かつ質の高い取組

を目指していく。 

 

（２）環境整備強化活動 

目的 頻度 内容 
具体的な取り組み経過 

（報告） 

総務内清掃 

毎月初め 

（必要時

は随時） 

事務所内清掃（日々、手の届

かない場所やコンセント回

りを含む） 

毎朝8：30より出勤者全員で総務内お

よび玄関ホールの清掃を実施し、清潔

で整った環境の維持に努めることがで

きた。なお、日曜日の床清掃について

は実施できない日もあったため、今後

は状況に応じて時間等にこだわらず、

臨機応変に実施していく必要がある。 

エアコンフィル

ター清掃（10 月

は正面玄関フロ

アのワックス掛

け含む） 

年2回 

（6 月・10

月） 

夏冬前の季節に合わせて実

施し、同時に不具合の早期

発見・故障リスクの減少に

努める。清掃による電気代

の削減、埃やカビによる健

康被害を防止する 

夏期および冬期の使用前にあたる6月1

日および10月26日にエアコンフィル

ター清掃を実施した。清掃を通じて不

具合の早期発見および故障リスクの低

減に努めるとともに、電気使用量の抑

制による経費削減や、埃・カビ等によ

る健康被害の防止につなげることがで

きた。 
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＜活動の成果と評価＞ 
毎朝の清掃活動を継続し、総務内および玄関ホールの清潔で整った環境を維持することができた。職員

全体で取り組むことで、環境意識の向上にもつながった。 

また、エアコンフィルター清掃を計画どおり実施し、不具合の早期発見や故障リスクの低減、経費削減

および衛生環境の維持に一定の効果があった。 

 

＜今後の課題＞ 

清掃活動および設備点検を継続し、環境維持の安定化と予防保全の徹底を図る必要がある。エアコンフ

ィルター清掃についても、継続的かつ確実な実施に努めていく。 

 

（３）生産性向上活動(ムリ・ムラ・ムダを減らす活動) 

目的 実行時期 内容 具体的な取り組み経過 

（報告） 

業務改善の取り組み 

業務改善会議

(2カ月毎) 

(偶数月14時~) 

各自が総務内業務改善

提案を所定の方法で発

信。偶数月毎に会議を開

催し業務改善に取り組

む。 

偶数月に開催する業務改善会議（14

時～）は概ね開催できた。改善提案

がでにくい状況を踏まえ、グルーグ

ルフォームを活用した提案方法に変

更した。提案された項目について、

改善に繋げることができた。 

文書保存の適正化・

大型ゴミの処理 

10月 全事業所に対し、保存す

る書類・廃棄する書類を

整理し、廃棄する書類を

所定場所に集めるよう

発信し、書類・大型ゴミ

を廃棄する。 

実施月は12月。全事業所に対し

て、保存書類と廃棄書類の整理方法

について周知を行い、不要書類を所

定の場所へ集約したうえで廃棄を実

施した。これにより、保管スペース

の適正化および管理業務の効率化に

つながった。 

 

＜活動の成果と評価＞ 

業務改善会議を定期的に開催し、各職員からの改善提案を共有することで、業務の見直しや効率化

に対する意識の維持につながった。また、文書保存の適正化および大型ゴミの処理を実施したこと

により、保管スペースの整理と管理業務の負担軽減につながった。 

＜今後の課題＞ 

今後も業務改善会議を継続し提案内容の実行性を高め、より具体的な改善成果につなげていく必要

がある。また文書管理については定期的な見直しを行い、不要書類の蓄積防止と適正な保管ルール

の徹底を図ることが課題である。加えて、改善提案が十分に上がらない状況も見られるため、日常

業務の中で気付きや意見を出しやすい環境づくりや、提案しやすい仕組みの工夫について検討して

いく必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 


